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が
学
生
へ
の
会
社
Ｐ
Ｒ
に
活
か
さ
れ

る
。「
就
職
活
動
は
恋
愛
と
同
じ
。

自
社
と
学
生
が
相
思
相
愛
に
な
り
た

い
」と
田
中
副
社
長
は
笑
顔
で
話
す
。

学
生
に
渡
す
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
書

か
れ
た
「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
．
Ｌ

Ｏ
Ｖ
Ｅ　

Ｍ
Ｅ
．（
惚
れ
て
、
惚
れ

ら
れ
た
い
）」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
そ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
る
。

個
人
の
魅
力
で
学
生
と
仲
間
に
な
る

　

同
社
は
通
常
選
考
と
は
別
に
２
つ

の
企
画
型
選
考
を
行
う
。「
え
こ
ひ

い
き
選
考
」
で
は
建
築
系
学
科
専
攻

の
男
子
学
生
で
あ
れ
ば
１
次
・
２
次

な
ど
選
考
免
除
、
い
き
な
り
副
社
長

面
接
に
進
む
。
欲
し
い
ス
キ
ル
を

持
っ
た
人
材
で
あ
れ
ば
文
字
通
り
え

こ
ひ
い
き
す
る
。「
ト
ラ
ン
プ
選
考
」

で
は
学
力
試
験
を
免
除
し
、
チ
ー

ム
戦
の
ト
ラ
ン
プ
ゲ
ー
ム
を
行
う
。

ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
、
学
生
の
個
性
を

知
る
こ
と
が
目
的
。
チ
ー
ム
の
雰
囲

気
や
各
自
が
担
う
役
割
か
ら
自
社
と

の
相
性
を
探
り
、
学
力
よ
り
人
柄
を

重
視
す
る
。

　

田
中
副
社
長
は
柔
軟
な
発
想
で
業

界
イ
メ
ー
ジ
の
一
新
に
努
め
る
。
同

社
で
近
年
発
足
し
た
通
称
「
Ｔタ

ッ

ト
Ａ
Ｔ

（
Ｔ
ａ
ｓ
ｓ
ａ
ｙ　

Ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ｓ
ａ

ｎ　

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
＝
タ
ッ
セ
イ
職
人
特

殊
部
隊
）」
は
不
足
す
る
内
装
職
人

を
正
社
員
と
し
て
育
成
す
る
部
署
。

警
察
の
特
殊
部
隊
「
Ｓサ

ッ

ト
Ａ
Ｔ
」
の
ス

ペ
ル
に
似
せ
て
名
付
け
た
。
格
好
い

い
名
称
を
つ
け
て
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

し
、
３
Ｋ
（
き
つ
い
、
汚
い
、
危
険
）

イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
、
建
設
業
界
へ

の
就
業
促
進
を
図
る
。
現
在
、「
Ｔタ

Ａッ

トＴ
」
に
は
８
名
が
所
属
、
う
ち
４

名
が
新
入
社
員
。
リ
ー
ダ
ー
か
ら
職

人
と
し
て
の
気
構
え
・
技
術
を
学
び
、

プ
ロ
と
し
て
の
誇
り
を
養
う
。

　

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
対
応

し
た
高
い
デ
ザ
イ
ン
性
の
採
用
専
門

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
社
員
の
趣
味
・
学

生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
、
選
考

方
法
を
漫
画
で
紹
介
し
て
、
学
生
の

興
味
を
引
く
。
今
後
は
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
力
を
入
れ
、
学
生
が
先
輩

社
員
と
話
を
し
た
り
、
実
際
の
職
場

を
体
験
す
る
な
ど
自
社
を
理
解
す
る

機
会
を
増
や
す
。

　

田
中
副
社
長
は
大
学
で
の
講
演
や

サ
ー
ク
ル
活
動
に
も
顔
を
出
す
な

ど
、
採
用
活
動
以
外
で
も
学
生
と
触

れ
合
う
。「
肩
書
き
抜
き
で
学
生
と

向
き
合
う
こ
と
で
、
自
分
の
人
柄
・

魅
力
を
伝
え
た
い
。
特
に
中
小
企
業

の
場
合
、
こ
う
し
た
仲
間
と
し
て
の

関
係
性
を
築
く
こ
と
は
大
事
。
自
分

に
好
意
を
持
っ
て
も
ら
い
、
自
社
へ

の
興
味
を
高
め
た
い
」
と
新
た
な
出

会
い
に
心
を
躍
ら
せ
る
。

え
っ
　
運
動
会
で
人
材
採
用

　

㈱
ザ
カ
モ
ア
！（
坂
井
市
丸
岡
町
）

は
靴
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
業
を

営
む
。
創
業
87
年
、
２
０
１
２
年
に

西
村
拓
也
社
長（
29
）が
就
任
。
従
業

員
20
名
を
抱
え
、
売
上
５
億
円
に
上

る
。
就
任
当
初
、
社
員
が
次
々
に
退

職
し
、
西
村
社
長
は
社
長
に
向
い
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
落
胆
し

た
。
そ
の
後
、
自
社
変
革
を
決
意
し

積
極
的
な
採
用
策
を
と
っ
た
。

　

同
社
の
人
材
採
用
は
と
て
も
ユ

ニ
ー
ク
。
西
村
社
長
は
「
合
同
説
明

会
に
参
加
し
て
も
誰
も
来
な
い
だ
ろ

う
。
普
通
の
や
り
方
で
は
採
用
で
き

な
い
」
と
危
機
感
を
持
っ
た
。
そ
こ

で
考
え
出
し
た
の
が
「
運
動
会
」。

西
村
社
長
が
先
頭
に
立
っ
て
声
を
出

し
、
笑
顔
で
み
ん
な
と
楽
し
み
、
汗

を
か
く
と
学
生
と
社
員
は
一
体
と

な
っ
た
。
昨
年
、
第
１
回
運
動
会
を

開
催
し
た
際
は
22
名
が
参
加
、
そ
の

後
１
次
選
考
に
７
名
進
ん
だ
。
他
社

に
は
な
い
取
組
み
が
話
題
を
呼
び
、
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絆
を
つ
な
い
で
人
材
を
採
る
！！

〜 

中
小
企
業
の
人
材
採
用
シ
リ
ー
ズ
①
「
企
業
実
践
編
」 

〜

　
「
仕
事
は
あ
る
が
人
が
い
な
い
」、

今
や
人
の
確
保
が
企
業
の
業
績
を
左

右
す
る
。
福
井
の
有
効
求
人
倍
率（
２

月
）
は
１
・
89
倍
と
13
か
月
連
続
、

東
京
に
次
ぐ
全
国
２
番
目
の
高
水
準
。

ま
た
、
新
卒
に
限
れ
ば
平
成
29
年
３

月
卒
業
者
の
採
用
状
況
（
※
）
は
約

６
割
の
企
業
が
採
用
予
定
数
を
下

回
っ
た
。
売
り
手
主
導
の
労
働
市
場

で
県
内
企
業
は
採
用
難
に
直
面
す
る
。

　

厚
生
労
働
省
の
将
来
推
計
人
口

に
よ
る
と
生
産
年
齢
人
口
は
10
年

後
に
５
５
０
万
人
、
50
年
後
に
は

３
２
０
０
万
人
減
少
し
、
も
は
や
人

材
不
足
は
慢
性
的
な
も
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
人
材
確
保
が
難
し
い
状

況
下
で
も
、
特
徴
的
な
取
組
み
で
採

用
を
進
め
る
中
小
企
業
が
あ
る
。
今

回
は
こ
う
し
た
事
例
を
参
考
に
今
後

の
人
材
採
用
の
ポ
イ
ン
ト
を
探
る
。

愛
を
込
め
て
、人
材
を
採
る
！

　

㈱
タ
ッ
セ
イ
（
福
井
市
河
増
町
、

田
中
猛
雄
社
長
）
は
ハ
ピ
リ
ン
、
福

井
県
立
恐
竜
博
物
館
な
ど
の
内
装
工

事
や
建
築
資
材
の
販
売
を
手
掛
け

る
。
売
上
は
約
１
０
０
億
円
、
北
陸

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
。

　

田
中
陽
介
副
社
長（
36
）は
２
年
前

か
ら
採
用
業
務
に
携
わ
る
。
以
前
、

同
社
の
企
業
説
明
会
に
は
10
名
程
度

の
学
生
し
か
集
ま
ら
な
か
っ
た
が
、

近
年
、
就
職
情
報
サ
イ
ト
で
の
同
社

へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
数
は
５
０
０
名
に

の
ぼ
り
、
合
同
企
業
説
明
会
に
は

２
０
０
名
を
超
え
る
学
生
が
集
ま
っ

た
。
人
材
確
保
が
厳
し
い
建
設
業
界

だ
が
、
今
春
は
15
名
が
入
社
し
た
。

　

合
同
企
業
説
明
会
で
は
同
社
ブ
ー

ス
に
は
人
だ
か
り
が
で
き
る
。
そ
の

理
由
は
田
中
副
社
長
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
だ
。
大
学
在
学
中
か
ら

９
年
間
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
・
ド
ラ
マ
や

舞
台
に
俳
優
と
し
て
出
演
し
、
自
身

の
演
技
力
を
磨
い
た
。
そ
の
ス
キ
ル

惚
れ
て
、
惚
れ
ら
れ
る

関
係
を
目
指
し
て

話
題
性
あ
る

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
採
用
方
法

㈱タッセイ　
代表取締役副社長

田中陽介　氏

合同説明会で学生に
熱いメッセージを送る田中副社長

!?

学生へのメッセージが
込められた企業パンフレット

※
福
井
県
企
業
説
明
・
就
職
面
接
会

（
１
月
７
日
開
催
）
参
加
₈₀
企
業
対
象
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た
ら
勝
ち
と
い
う
経
営
の
現
場
を
実

践
・
経
験
す
る
社
長
研
修
用
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
だ
。
楽
し

み
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
同
社
の
実

務
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
学
生
向
け

に
実
施
、
13
名
が
参
加
し
た
。

　

社
員
が
各
グ
ル
ー
プ
で
ソ
フ
ト
の

使
い
方
を
指
南
す
る
と
と
も
に
、
発

言
内
容
・
回
数
や
グ
ル
ー
プ
内
で
の

役
回
り
な
ど
議
論
の
様
子
を
観
察
す

る
。
５
時
間
を
か
け
て
社
員
と
学
生

が
活
発
な
議
論
を
行
う
た
め
、
親
密

な
関
係
構
築
に
も
役
立
つ
。「
お
と

な
し
い
印
象
だ
っ
た
学
生
が
実
は

し
っ
か
り
し
た
意
見
を
持
っ
て
い
る

な
ど
、
説
明
会
で
分
ら
な
か
っ
た
、

新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
」
と
村
上
さ

ん
は
ゲ
ー
ム
の
効
果
を
実
感
し
た
。

楽
し
か
っ
た
、
負
け
て
悔
し
い
、
も

う
一
回
や
り
た
い
な
ど
学
生
の
反
応

も
良
か
っ
た
。
教
養
・
娯
楽
的
要
素

を
持
つ
ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム
は
学
生
が

参
加
し
や
す
く
、
同
社
事
業
に
関
心

を
抱
く
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
っ
た
。

　
学
生
目
線
の
情
報
発
信
と
教
育

　

同
社
が
大
切
に
す
る
の
が
情
報
発

信
だ
。
学
生
に
社
内
の
雰
囲
気
を
感

じ
て
も
ら
う
た
め
、
同
社
で
は
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
。
ま
た
、
企

業
説
明
会
を
行
う
際
、
毎
回
ト
ッ
プ

が
話
す
場
を
作
り
、
組
織
の
考
え
方

を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
。
若
手
、
出

産
・
子
育
て
を
経
た
女
性
な
ど
様
々

な
立
場
の
社
員
が
自
身
の
キ
ャ
リ
ア

や
仕
事
内
容
、
時
に
は
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
の
話
を
す
る
こ
と
で
、
学
生
の

様
々
な
疑
問
に
答
え
る
。
採
用
専
門

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
若
手
が
ス

タ
ッ
フ
ブ
ロ
グ
を
毎
日
更
新
す
る
。

日
頃
の
業
務
の
み
な
ら
ず
採
用
に
関

わ
る
中
で
感
じ
る
こ
と
を
書
き
続
け

情
報
発
信
を
行
う
。

　

ま
た
、
同
社
は
教
育
に
も
力
を
注

ぐ
。
求
め
る
人
材
は
“
素
直
で
ま
じ

め
な
人
”。
経
営
者
の
話
を
素
直
に

聞
き
、
知
識
・
ス
キ
ル
を
習
得
す
る

教
育
を
ま
じ
め
に
受
け
る
人
。
同
社

で
は
研
修
を
毎
月
開
催
す
る
。
ヤ
ル

気
さ
え
あ
れ
ば
専
門
知
識
が
な
い
学

生
も
不
安
な
く
入
社
で
き
る
。

　

県
内
学
生
の
採
用
が
多
く
、
内
定

者
は
入
社
ま
で
最
低
月
１
回
は
同
社

に
ア
ル
バ
イ
ト
に
来
る
。
業
務
に
慣

れ
る
の
と
同
時
に
、
学
生
と
接
触
す

る
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
内
定
辞
退

を
防
ぐ
目
的
が
あ
り
、
例
年
辞
退
は

ほ
と
ん
ど
出
な
い
。

　

同
社
で
は
社
員
を
「
ド
リ
ー
マ
ー
」

と
呼
ぶ
。「
仕
事
を
通
じ
て
人
生
に
お

け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
達
成
し
て
ほ

し
い
」
そ
ん
な
思
い
を
込
め
、
新
た

な
ド
リ
ー
マ
ー
を
探
し
育
て
続
け
る
。

　

人
材
採
用
が
難
し
い
時
代
に
、
企

業
に
求
め
ら
れ
る
戦
略
は
３
つ
あ
る
。

　

１
つ
目
は
「
情
報
発
信
」。
若
手

の
採
用
担
当
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
合
同
説
明

会
な
ど
で
情
報
を
発
信
す
る
と
学
生

の
共
感
を
呼
ぶ
。ま
た
、自
社
に
合
っ

た
特
徴
的
な
採
用
の
実
施
は
話
題
性

が
あ
り
効
果
も
高
い
。

　

２
つ
目
は
「
求
め
る
人
材
の
明
確

化
」。
他
社
と
の
人
材
争
奪
合
戦
を

勝
ち
抜
く
た
め
、
欲
し
い
人
材
像
を

明
ら
か
に
し
、
自
社
の
ニ
ー
ズ
に
合

致
し
た
学
生
を
集
め
採
用
す
る
。

　

３
つ
目
は
「
学
生
と
の
絆
の
構

築
」。
経
営
者
や
採
用
担
当
が
学
生

と
多
く
接
触
し
て
親
密
な
関
係
を
作

る
。採
用
と
い
う
一
面
に
関
係
な
く
、

仲
間
の
よ
う
な
絆
が
生
ま
れ
る
と
内

定
辞
退
防
止
に
も
つ
な
が
る
。

　

人
材
採
用
に
近
道
は
な
い
。
経
営

者
や
採
用
担
当
が
先
頭
に
立
ち
、
手

間
や
資
金
を
掛
け
、
地
道
に
採
用
活

動
を
行
う
こ
と
が
、
売
り
手
市
場
の

今
こ
そ
必
要
だ
。
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マ
ス
コ
ミ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
自
社
を

広
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
。
今
年
３
月

開
催
し
た
第
２
回
運
動
会
で
は
19
名

参
加
、
１
次
選
考
に
は
13
名
が
進
ん

だ
。

　

運
動
会
は
同
社
の
価
値
観
・
社
風

を
伝
え
る
こ
と
が
目
的
。
２
チ
ー
ム

に
分
か
れ
リ
レ
ー
、ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、

自
社
商
品
を
使
っ
た
競
技
な
ど
を
実

施
。
今
年
の
新
入
社
員
は
３
名
で
、

全
員
運
動
会
に
参
加
し
て
い
る
。「
先

輩
・
知
人
に
誘
わ
れ
て
」「
た
だ
運

動
会
を
楽
し
み
た
か
っ
た
」
と
深
い

参
加
理
由
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

「
競
技
だ
け
で
な
く
片
付
け
ま
で
社

員
一
丸
で
行
う
の
を
見
て
感
動
」「
人

間
関
係
を
大
事
に
す
る
会
社
だ
と
実

感
」
な
ど
運
動
会
で
の
経
験
が
同
社

を
就
職
先
に
選
ぶ
大
き
な
き
っ
か
け

と
な
っ
た
。
あ
る
社
員
は
、「
西
村

社
長
が
一
番
楽
し
そ
う
に
大
声
で
応

援
し
て
い
る
の
を
見
て
、
社
風
の
良

さ
が
分
か
っ
た
」
と
語
る
。
社
長
就
任

時
、
次
々
と
社
員
が
辞
め
て
い
っ
た
過

去
か
ら
同
社
は
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

社
員
フ
ァ
ー
ス
ト（
第
一
主
義
）

　

新
卒
採
用
は
今
年
が
初
め
て
。
１

名
の
採
用
枠
に
辞
退
を
見
越
し
３
名

内
定
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
１
人
も
辞

退
は
な
か
っ
た
。
同
社
は
価
値
観
を

共
有
し
、
笑
顔
が
素
敵
な
、
素
直
に

成
長
で
き
る
人
材
を
求
め
る
。「
こ

の
社
長
、
こ
の
先
輩
社
員
と
い
っ

し
ょ
に
仕
事
を
し
た
い
。
そ
ん
な
思

い
を
も
っ
て
入
社
し
て
ほ
し
い
」
と

西
村
社
長
の
言
葉
に
は
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
社
風
が
表
れ
る
。

　

運
動
会
以
外
に
も
食
事
会
な
ど
で

社
員
と
学
生
が
触
れ
合
う
機
会
を
作

る
。
内
定
後
も
毎
月
、
家
庭
訪
問
し

た
り
、
会
社
で
の
出
来
事
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
知
ら
せ
た
り
、
常
に
同
社
の
存
在

を
意
識
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
。「
採

用
す
る
に
は
学
生
と
接
触
し
た
回
数

が
大
事
。
手
間
を
惜
し
ま
な
け
れ
ば

内
定
辞
退
防
止
に
も
つ
な
が
る
」
と

西
村
社
長
は
中
小
企
業
だ
か
ら
こ
そ

取
り
組
む
べ
き
人
材
採
用
の
ポ
イ
ン

ト
を
語
っ
た
。

　

あ
る
日
、
社
員
か
ら
「
働
く
時
間

が
短
く
な
る
と
嬉
し
い
」
と
い
う
声

を
聞
い
た
。
そ
こ
で
、
社
員
の
ヤ
ル

気
向
上
と
働
き
や
す
さ
を
尊
重
し
、

２
０
１
５
年
か
ら
「
ハ
ッ
ピ
ー
ジ
カ

タ
ン
（
社
員
が
幸
せ
に
な
る
労
働
時

間
短
縮
制
度
）」
を
導
入
。
業
績
が

黒
字
の
場
合
、
毎
年
５
分
ず
つ
労
働

時
間
を
短
縮
す
る
。
導
入
後
、
８
時

間
だ
っ
た
労
働
時
間
は
10
分
短
縮
さ

れ
、
現
在
７
時
間
50
分
。
人
材
採
用

か
ら
活
用
に
至
る
ま
で
同
社
の
取
組

み
に
は
“
社
員
フ
ァ
ー
ス
ト
（
第
一

主
義
）”
が
浸
透
し
て
い
る
。

ゲ
ー
ム
で
発
見
！
学
生
の
新
た
な
姿

　

上
坂
会
計
グ
ル
ー
プ
（
福
井
市
・

越
前
市
、
上
坂
朋
宏
代
表
）
は
主
に

会
計
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
を
営

む
。
同
グ
ル
ー
プ
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

現
地
法
人
も
含
め
６
法
人
で
構
成
さ

れ
、
近
年
、
新
卒
を
毎
年
２
名
ず
つ

採
用
し
、全
社
員
数
は
38
名
に
上
る
。

　

同
社
で
は
若
手
中
心
に
採
用
チ
ー

ム
を
構
成
す
る
。
村
上
純
一
郎
さ
ん

（
25
）は
そ
の
一
員
で
あ
る
。
村
上
さ

ん
は
入
社
３
年
目
、
入
社
後
ま
も
な

く
採
用
担
当
を
任
さ
れ
た
。
選
考
方

法
は
採
用
担
当
に
一
任
さ
れ
、
チ
ー

ム
内
の
若
手
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
決
め
る
。
若
手
が
採
用
担
当
に
抜

擢
さ
れ
る
の
は
学
生
が
話
し
か
け
や

す
い
雰
囲
気
を
作
る
た
め
で
あ
る
。

　

今
年
、
初
め
て
取
り
組
ん
だ
採
用

方
法
が
「
ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム
」。
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
経
営
の
疑
似
体
験

を
し
て
、
最
後
に
現
金
が
多
く
残
っ

ド
リ
ー
マ
ー（
社
員
）を

探
し
育
て
る

売
り
手
市
場
で
の

３
つ
の
採
用
戦
略
！

㈱ザカモア！
代表取締役社長

西村拓也　氏

上坂会計グループ
税理士法人上坂会計
採用担当　村上純一郎　氏

学生の新たな一面を発見する
ビジネスゲーム

採用専門ＨＰで若手が毎日更新する
スタッフブログ

西村社長、社員と学生の
和気あいあいとした食事会

汗を流し、笑顔がはじける運動会


